
俯瞰的視点から構成した研究ストーリーで申請書を作成！
信田誠、小川正 京都大学高等研究院ヒト生物学高等研究拠点 (WPI-ASHBi)

Introduction 良い申請書を作成するには、審査員のことを知る必要がある

上記を考慮した分かりやすい申請書が必要！

Results & Discussion

上記を紹介するKAKENHI Writing Seminar を開催
 学内外へ公開→多くの若手研究者や研究支援者への紹介できた
（2023/07/28 ：国内外 123 機関、約 1,360 名が登録）
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正しく伝えるには、審査員の状況の理解が肝心

50-100件×7ページ
>350ページ!!

研究

△

△
プライベート

短時間でも
分かりやすい

短期間に50-100件を審査

分野外でも
分かりやすい

細分化された小区分でも複数分野

よく分かる分野も
そこまでわからない分野も
混じっているなぁ…

相手に伝わっていない申請書の例
（初めて申請する研究者が陥りやすい）

やりたい研究のみにフォーカスすると、
審査員にその意義や重要性が伝わらない

申請者が
書いていること

「やりたい研究」

審査員が
知りたいこと

「なぜその研究が重要？」

やりたいことは分かる
でも、なぜ必要？
分野がどう発展？

この研究がやりたい！

詳しくはコチラ

良い申請書は研究の魅力を相手に伝えられる

しかし、折角の良いアイデアも、
伝え方によっては評価されないことも…
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[Step 2] 自身の研究計画に審査員の視点を加え、両者の視点が一つに繋がった研究ストーリー構築を支援する

Methods 研究ストーリーを用いて、審査員の「知りたい」こと を包含する申請書作成を支援

重要・未解決の問題

想定される成果

研究分野の大きな課題

学術・社会への波及効果

研
究
計
画

研究手法
(Unique/Solid)

【研究ストーリー】
専門外の読者に対し自身の研究を分かりやすく伝える手法

[Step 1]  申請者と審査員の「視点の違い」を認識してもらう

重要なのは、自身の専門的な研究に加え、

- 大きな俯瞰的視点から見た学術的課題

- 研究成果から展開する学術・社会的意義

を含む

研究の全体像を一連のストーリーで

示すこと

自身の研究内容

自身の研究成果

自身の研究における
背景と問題

学術・社会における
背景と問題

学術・社会への波及効果

小川正 2022、他機関への説明資料より一部改変

分野外の審査員にも分かりやすい申請書に！

研究課題の
学術的重要性

研究方法の
妥当性

研究遂行能力及び研究環境の
適切性

審査員の評価視点
【評定要素】

申請者

「やりたい」こと
（主観的視点）

審査員

「知りたい」こと
(俯瞰的視点)

重要・未解決の問題

想定される成果

研究分野の大きな課題

学術・社会への波及効果

研
究
計
画

研究手法
(Unique/Solid)

研究上の課題

想定される成果

研究分野の大きな課題

学術・社会への波及効果

研
究
計
画

研究手法
(Unique/Solid)

自身の研究計画 分野の大きな課題
と 自身の課題とを
繋ぐ

自身の研究課題を
分野の重要・未解決の
問題に変える

想定される成果 と
分野・社会のメリット
とを 繋ぐ

申請者 審査員

ココが
「知りたい」

ココが
「知りたい」

分野の大きな課題

学術・社会への波及効果

自身の
研究計画

コレが
「やりたい」

STORY-
TELLING

IDEA
Based on evidences ×

支援可能

申請書の作成に必要な要素
44020 発生生物学関連
細胞分化、幹細胞、再生、胚葉形成、
形態形成、器官形成、受精、生殖細胞、
発生遺伝、進化発生、など
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